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は
じ
め
に

ク
フ
王
第
二
の
船
と
は
、
エ
ジ
プ
ト
・
ギ
ザ
遺
跡
内
で
発
見
さ
れ

た
二
隻
の
木
造
船
の
う
ち
の
一
隻
で
あ
る
。
二
隻
の
船
は
、
古
代
エ

ジ
プ
ト
古
王
国
時
代
第
四
王
朝
第
二
代
の
王
ク
フ
（K

hufu
）
の
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
南
側
に
、
東
西
方
向
に
並
列
し
て
穿
た
れ
た
二
基
の
竪
坑

か
ら
発
見
さ
れ
た
（
写
真
1
）。
そ
れ
ら
は
発
掘
さ
れ
た
順
に
、
東

側
の
竪
坑
に
埋
納
さ
れ
た
船
が
第
一
の
船
、
西
側
の
竪
坑
に
埋
納
さ

れ
た
船
が
第
二
の
船
と
呼
ば
れ
て
い
る（

（
（

。
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
し
ば

し
ば
船
を
埋
納
（
副
葬
）
す
る
習
慣
が
あ
り
、
実
際
に
人
が
乗
船
で

き
る
ほ
ど
の
大
型
船
か
ら
、
両
手
に
収
ま
る
ほ
ど
の
小
型
模
型
船
ま

で
様
々
な
「
船
」
が
発
見
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
古

代
エ
ジ
プ
ト
特
有
の
死
生
観
が
多
分
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
、
死
後
、
す
な
わ
ち
来
世
（
冥
界
）
へ
の
旅
に
お
い
て
船

を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
が
、
複
数
の
テ
キ
ス
ト
で
言
及
さ
れ

て
い
る
。
中
で
も
ギ
ザ
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
両
船
は
、
部
材
の
残
存

状
況
や
復
元
時
の
規
模
（
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
見
て
も
稀
有
な

資
料
で
あ
り
、
船
を
巡
る
古
代
エ
ジ
プ
ト
社
会
の
思
想
解
明
に
お
い

て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
石
造
建
造
物

が
目
を
引
く
当
該
研
究
分
野
に
お
い
て
、
古
代
の
木
工
技
術
を
研
究

す
る
資
料
と
し
て
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
は
広

葉
樹
し
か
自
生
し
な
い
が
、
木
造
船
や
木
棺
・
木
製
彫
像
に
は
古
く

か
ら
針
葉
樹
の
利
用
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
伝
統
的
な
木
工
技
術
の

系
譜
も
存
在
す
る（

（
（

。
さ
ら
に
、
ナ
イ
ル
川
を
中
心
と
し
た
経
済
活
動

に
は
船
の
存
在
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
ク
フ
王
第
二
の
船
は
造

ク
フ
王
第
二
の
船
甲
板
室
側
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部
材
に
記
さ
れ
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船
技
術
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
こ
と
が
想
定
さ 

れ
る
。

ク
フ
王
第
二
の
船
は
、
現
在
日
本
・
エ
ジ
プ
ト
合
同
調
査
隊
に

よ
っ
て
発
掘
作
業
中
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
約
七
〇
〇
点
の
部
材
が

船
坑
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
た（

（
（

。
中
で
も
特
徴
的
な
発
見
は
、
部
材
に

文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一
の
船

に
お
い
て
も
同
様
の
資
料
の
発
見
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
の

文
字
の
写
真
資
料
の
公
開
に
留
ま
り
、
正
確
な
ト
レ
ー
ス
資
料
も
未

出
版
で
あ
る（

（
（

。
そ
の
た
め
第
一
の
船
か
ら
発
見
さ
れ
た
文
字
資
料
の

本
格
的
な
分
析
は
、
吉
村
に
よ
る
復
元
者
の
手
記
を
基
に
し
た
論
考

に
限
ら
れ
る（

（
（

。
吉
村
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
字
の
一
部
が
部
材

配
置
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
彼
は
そ
れ
を
「
番

付
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
び
、
復
原
考
察
に
お
け
る
重
要
な
情
報
と
位
置

付
け
た
。
従
っ
て
、
今
後
第
二
の
船
に
お
け
る
文
字
資
料
に
お
い
て

も
、
同
様
の
シ
ス
テ
ム
が
用
い
ら
れ
て
い
た
か
が
問
わ
れ
る
で
あ 

ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
手
始
め
に
、
こ
れ
ま
で
に
資
料
化
が
進
め
ら

れ
た
甲
板
室
の
側
壁
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
ク
フ
王
第
二
の
船
の

発
掘
調
査
で
は
、
作
業
の
都
合
上
、
本
来
組
み
上
が
っ
て
い
た
部
材

を
パ
ー
ツ
ご
と
に
分
け
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
第

一
の
船
で
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
、
部
材
の
各
面
の
詳
細
な
観
察
が

可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
成
果
を
基
に
、
側
壁
の
構
成
に
つ
い
て
概
括

写真１　復原展示されているクフ王第一の船（右）と船坑に納められた第二の船（左）
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し
、
部
材
に
記
さ
れ
た
文
字
に
つ
い
て
詳
細
を
ま
と
め
た
い
。
字
種

や
記
載
さ
れ
た
位
置
、
表
記
法
の
違
い
な
ど
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文

字
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
　
甲
板
室
の
構
造
と
名
称
に
つ
い
て

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
壁
画
に
は
様
々
な
形
状
の
船
が
描
か
れ
て
い

る
。
植
物
（
主
に
葦
・
パ
ピ
ル
ス
）
を
結
わ
え
た
だ
け
の
浮
船
か

ら
、
大
型
の
帆
船
、
舳
先
と
艫
に
動
物
の
意
匠
が
施
さ
れ
た
船
も
一

般
的
に
登
場
す
る
。
ま
た
用
途
も
多
岐
に
わ
た
り
漁
撈
船
、
運
搬
船

あ
る
い
は
死
者
の
葬
列
に
用
い
ら
れ
る
船
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ク
フ

王
第
二
の
船
が
ど
の
よ
う
な
船
体
に
復
元
さ
れ
る
か
は
今
後
の
発
掘

調
査
・
研
究
を
待
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
ま
ず
用
語
の
整

理
と
し
て
、
ク
フ
王
第
一
の
船
を
例
に
、
船
の
構
造
と
各
部
位
の
名

称
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。

図
1
は
ク
フ
王
第
一
の
船
甲
板
室
の
復
元
模
式
図
で
あ
る
。
本
稿

で
扱
う
「
甲
板
室
」
と
は
、
甲
板
上
や
や
船
尾
寄
り
に
位
置
す
る
建

屋
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
実
測
調
査
に
よ
り
、
第
二
の
船
の
甲
板
室

の
規
模
・
構
成
・
様
式
の
ほ
と
ん
ど
が
ク
フ
王
第
一
の
船
と
酷
似
し

て
い
る
こ
と
が
既
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（

（
（

。
よ
っ
て
、
甲
板
室
を

構
成
す
る
各
部
材
に
つ
い
て
も
、
第
一
の
船
と
同
様
の
呼
称
を
用
い

た
い
。
甲
板
室
は
船
首
側
に
広
い
台
形
平
面
を
呈
し
て
お
り
、
そ
れ

右舷側壁

船首側妻壁

船尾側妻壁

仕切り壁

船首側扉

室内扉

船尾側扉
天井

棟桁
梁

左舷側壁

図１　甲板室の構造と名称（クフ王第１の船甲板室を基に）� （柏木・山田2017b、図３より）
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ぞ
れ
に
船
首
側
妻
壁
・
船
尾
側
妻
壁
を
備
え
る
。
さ
ら
に
、
右
舷
・

左
舷
に
各
五
枚
、
計
一
〇
枚
の
パ
ネ
ル
状
の
側
壁
が
並
ぶ
。
同
じ
く

天
井
も
右
舷
・
左
舷
各
五
枚
、
計
一
〇
枚
の
パ
ネ
ル
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
甲
板
室
は
仕
切
り
壁
に
よ
り
二
分
さ
れ
て
お
り
、
船

首
側
、
船
尾
側
、
そ
し
て
室
内
扉
の
三
つ
の
扉
を
備
え
て
い
る
。

次
に
、
パ
ネ
ル
状
に
作
ら
れ
た
側
壁
の
細
部
を
見
て
い
き
た
い

（
図
2
）。
基
本
的
に
側
壁
は
、
縦
長
の
板
材
と
、
四
周
を
囲
む
枠
、

そ
し
て
板
材
を
押
さ
え
る
二
本
の
横
桟
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
は
枘ほ
ぞ
・
太だ

ぼ枘
・
木
釘
に
よ
っ
て
留
め
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

木
造
船
の
甲
板
は
船
首
船
尾
に
向
か
っ
て
高
く
傾
斜
し
て
い
る
。

従
っ
て
側
壁
の
高
さ
は
、
船
尾
に
向
か
う
ほ
ど
低
く
、
各
パ
ネ
ル
で

も
船
首
側
の
方
が
背
が
高
い
（
板
材
が
長
い
）
点
が
特
徴
で
あ
る
。

二
　
ク
フ
王
第
二
の
船
側
壁
詳
細

本
章
で
は
、
ク
フ
王
第
二
の
船
側
壁
を
便
宜
的
に
船
首
側
か
ら
一

枚
目
、
二
枚
目
…
と
数
え
、
両
舷
計
一
〇
枚
の
側
壁
か
ら
発
見
さ
れ

た
文
字
資
料
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
文
字
資
料
の
確
認
方
法
は
、
目

視
の
ほ
か
に
、
近
赤
外
線
カ
メ
ラ
を
用
い
、
不
可
視
状
態
に
ま
で
劣

化
・
消
失
し
か
け
て
い
る
資
料
も
収
集
し
た
。
記
録
は
フ
ィ
ル
ム
ト

レ
ー
ス
お
よ
び
写
真
ト
レ
ー
ス
を
実
施
し
、
同
時
代
史
資
料
と
の
比

較
に
よ
り
字
種
を
判
読
し
た
。
尚
、
各
部
材
の
詳
細
な
寸
法
や
建
築

学
的
所
見
と
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
側
壁
一
〇
枚
の
配
置
同
定
に
つ
い

て
は
、
柏
木
・
山
田
二
〇
一
七
ｂ
を
参
照
さ
れ
た
い（

（
（

。

（
一
）
右
舷
側
壁
（
図
3
）

右
舷
側
壁
か
ら
は
、
鑿
と
推
察
さ
れ
る
金
属
製
工
具
を
用
い
て
刻

ま
れ
た
文
字
（
刻
書
）
が
二
枚
目
と
四
枚
目
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
い

ず
れ
も
数
字
と
判
読
さ
れ
る
。
ま
た
一
枚
目
の
横
桟
か
ら
は
、「
下
」

を
意
味
す
る
墨
書
が
一
字
発
見
さ
れ
た
。
三
枚
目
お
よ
び
五
枚
目
か

ら
は
、
い
ず
れ
の
文
字
資
料
も
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

上枠

横桟

下枠

船
尾
側
縦
枠

船
首
側
縦
枠

船首 船尾

板材

図２　側壁の構成と名称
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①
右
舷
一
枚
目

右
舷
一
枚
目
で
は
、
上
下
に
二
本
渡
さ
れ
た
横
桟
の
う
ち
、
下

段
の
横
桟
（O

0411

）
か
ら
墨
書
が
発
見
さ
れ
た
。
墨
書
は
組
み
上

が
っ
た
際
に
外
側
（
室
外
側
）
と
な
る
面
の
ほ
ぼ
中
央
に
記
さ
れ

て
い
た
。
よ
っ
て
甲
板
室
が
完
成
し
た
際
に
は
、
こ
の
文
字
は
外

か
ら
直
視
で
き
る
状
態
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
字
種
は
ケ
ルX

r

（Gardiner T
28; M

öller 397; Goedicke 38ab

）（
（
（

と
判
読
さ
れ
、

「
下
に
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
。

②
右
舷
二
枚
目

右
舷
二
枚
目
で
は
、
四
周
を
囲
む
枠
材
の
う
ち
、
天
井
と
接
す
る

上
枠
（O

0169

）
に
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
文
字
は

鑿
で
施
さ
れ
た
二
本
の
刻
線
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
数
字
の
「
2
」

を
意
味
す
る
刻
書
と
判
読
さ
れ
る
。
刻
線
の
長
さ
は
八
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
前
後
で
あ
っ
た
。
記
さ
れ
た
位
置
は
約
二
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
幅

し
か
な
い
の
上
枠
の
上
面
に
あ
た
り
、
船
尾
側
端
か
ら
一
一
〇
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
箇
所
で
あ
る
。

③
右
舷
四
枚
目

右
舷
四
枚
目
も
、
二
枚
目
と
同
様
に
上
枠
（O

0463

）
の
上
面
に

刻
書
が
記
さ
れ
て
い
た
。
船
首
側
の
端
か
ら
一
〇
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

の
位
置
に
、
三
本
の
刻
線
が
残
さ
れ
て
お
り
、
数
字
の
「
3
」
と
判

読
さ
れ
る
。

（
二
）
左
舷
側
壁
（
図
4
）

左
舷
側
壁
で
は
、
一
～
四
枚
目
の
縦
枠
か
ら
、
い
ず
れ
も
墨
書
に

よ
る
文
字
あ
る
い
は
数
字
が
確
認
さ
れ
た
。
船
と
関
連
す
る
意
味
を

持
つ
タ
ァ
・
ウ
ルtA (-w

r)

の
文
字
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
と
に
加
え
、

墨
書
が
記
さ
れ
た
位
置
が
高
さ
一
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
付
近
に
集

中
し
て
い
る
点
や
、
ジ
ェ
ドDd

と
い
う
同
一
字
種
が
複
数
回
用
い

ら
れ
て
い
る
点
が
左
舷
側
壁
の
特
徴
で
あ
る
。

①
左
舷
一
枚
目

前
述
の
通
り
、
甲
板
室
は
船
室
内
部
で
二
部
屋
に
分
け
ら
れ
て
お

り
、
左
舷
側
に
は
仕
切
り
壁
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
仕

切
り
壁
の
縦
枠
（O

0359

）
は
、
左
舷
一
枚
目
側
壁
の
船
尾
側
の
縦

枠
（O

0252

）
と
接
す
る
構
造
と
な
る
。
そ
の
縦
枠
（O

0252

）
を

観
察
し
た
と
こ
ろ
、
仕
切
り
壁
側
の
縦
枠
（O

0359

）
と
接
す
る

面
に
二
文
字
の
墨
書
が
確
認
さ
れ
た
。
上
下
に
書
か
れ
た
二
文
字

の
う
ち
、
上
の
文
字
は
ガ
チ
ョ
ウ
あ
る
い
は
カ
モ
と
推
定
さ
れ
る

鳥
類
を
表
し
た
文
字
で
、
サ
ァsA

（Gardiner G39; M
öller 216; 

Goedicke 16ab

）
ま
た
は
ゲ
ブg

b

（Gardiner G38

）
と
考
え
ら

れ
る
。
一
般
に
前
者
は
「
息
子
」
と
訳
さ
れ
る
が
、
こ
の
文
字
を
含

む
サ
ァ
ウsAw
と
い
う
古
代
エ
ジ
プ
ト
語
に
は
、「
角
材beam

」
や
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図３　右舷側壁と発見された文字資料

図４　左舷側壁と発見された文字資料
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「
板plank

」
と
い
っ
た
意
味
も
あ
る
。

一
方
、下
に
記
さ
れ
た
文
字
は
、タ
ァ
・
ウ
ルtA (-w

r)

（Gardiner 
S22; M

öller 536; Goedicke 35ab

）
と
判
読
さ
れ
た
。
こ
の
文
字

は
複
数
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
船
の
左
側
の
船
縁

を
指
す
「
左
舷
」
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
労
働
者
集
団

の
名
称
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
も
同
時
に
知
ら
れ
て
い

る
（
（1
（

。
尚
、
同
字
種
は
、
ク
フ
王
第
一
の
船
の
資
料
で
も
頻
出
し
て 

い
る（

（1
（

。

②
左
舷
二
枚
目

続
い
て
、
左
舷
二
枚
目
で
は
、
側
壁
の
船
尾
側
縦
枠
（O

0348

）

に
二
文
字
の
墨
書
が
確
認
さ
れ
た
。
二
文
字
の
墨
書
が
記
さ
れ
た
場

所
は
、
共
に
甲
板
室
を
立
ち
上
げ
た
（
組
み
上
げ
た
）
際
に
室
外

側
に
露
出
す
る
面
で
あ
る
。
一
つ
は
ジ
ェ
ドDd

（Gardiner R11; 
M

öller 541; Goedicke 33ab

）
の
文
字
と
判
読
さ
れ
、
そ
の
斜
め

右
下
に
横
線
四
本
で
数
字
の
「
4
」
が
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
部
材

実
測
の
結
果
、
ジ
ェ
ドDd

の
文
字
は
縦
枠
下
端
か
ら
約
一
六
六
〇

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
文
字
の
天
地
は
側
壁
の
上
下
と
一
致
し

て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
尚
、
ジ
ェ
ドDd

と
い
う
文
字
に
は

「
安
定stability

」
や
「
恒
久eternity

」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
古

代
エ
ジ
プ
ト
語
に
お
い
て
一
般
的
な
文
字
の
一
つ
と
言
え
る
。
墨
書

と
し
て
の
類
例
は
、
古
王
国
お
よ
び
中
王
国
時
代
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

石
材
に
記
さ
れ
た
建
造
墨
書
が
知
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

③
左
舷
三
枚
目

続
く
左
舷
三
枚
目
の
側
壁
か
ら
も
、
同
じ
く
ジ
ェ
ドDd

と
数
字

の
組
み
合
わ
せ
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
数
字
は
、
横
線
三

本
で
表
現
さ
れ
た
「
3
」
と
判
読
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
墨
書
が
記
さ
れ
た
部
材
は
船
首
側
の
縦
枠
（O

0554

）

の
外
面
（
室
外
側
）
で
あ
り
、
構
造
上
、
左
舷
二
枚
目
の
側
壁
の
船

尾
側
縦
枠
と
隣
り
合
う
。
さ
ら
に
、
ジ
ェ
ドDd

の
文
字
の
上
端
は
、

縦
枠
下
端
か
ら
一
六
三
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
の

点
も
左
舷
二
枚
目
の
例
と
酷
似
し
て
い
る
。

④
左
舷
四
枚
目

左
舷
四
枚
目
で
も
、
同
じ
く
縦
枠
に
墨
書
が
認
め
ら
れ
た
。
こ

の
場
合
は
船
首
側
縦
枠
（O

0448

）
で
あ
っ
た
。
ネ
フ
ェ
ルn

fr

（Gardiner F35; M
öller 180; Goedicke 13ab

）
と
判
読
さ
れ
る

墨
書
は
、
縦
枠
の
下
端
か
ら
約
一
七
二
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に

位
置
し
て
お
り
、
文
字
の
天
地
は
側
壁
の
上
下
と
一
致
し
て
い
た
。

ネ
フ
ェ
ルn

fr

の
文
字
も
ジ
ェ
ドDd

と
同
じ
く
古
代
エ
ジ
プ
ト
語
に

お
い
て
一
般
的
な
文
字
の
一
つ
で
あ
り
、
建
造
墨
書
の
類
例
も
多

数
確
認
さ
れ
て
い
る
。「
良
いgood

」
や
「
美
し
いbeautiful

」
と

い
っ
た
意
味
の
他
に
、
建
築
作
業
時
に
は
「
ゼ
ロ
」
の
意
味
で
用
い



ク
フ
王
第
二
の
船
甲
板
室
側
壁
と
部
材
に
記
さ
れ
た
文
字

九
九

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る（

（1
（

。

三
　
考
察

以
上
の
よ
う
に
、
ク
フ
王
第
二
の
船
甲
板
室
側
壁
で
は
、
右
舷
・

左
舷
に
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
文
字
資
料
の
存
在
が
認
め
ら
れ
た
。
た

だ
し
、
文
字
自
体
が
船
に
関
連
す
る
意
味
を
持
つ
例
は
、
左
舷
側
壁

一
枚
目
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
外
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
広
く
使

用
さ
れ
る
字
種
あ
る
い
は
数
字
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

よ
っ
て
本
章
で
は
、
発
見
さ
れ
た
文
字
資
料
の
「
テ
キ
ス
ト
」
と

し
て
の
意
味
だ
け
で
な
く
、
文
字
が
記
さ
れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
も
重

視
し
、
改
め
て
各
文
字
に
与
え
ら
れ
て
い
た
意
味
（
換
言
す
れ
ば
役

割
や
機
能
）
に
つ
い
て
考
察
を
与
え
た
い
。

（
一
）
右
舷
上
枠
に
記
さ
れ
た
数
字

右
舷
側
側
壁
の
上
枠
か
ら
は
、
数
字
の
「
2
」
と
「
3
」
と
判
読

さ
れ
る
二
文
字
が
確
認
さ
れ
た
。「
2
」
の
文
字
は
船
首
側
か
ら
数

え
て
二
枚
目
の
側
壁
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
点
だ
け
を
抽
出
す
れ

ば
、
上
枠
に
記
さ
れ
た
数
字
は
、
側
壁
を
船
首
側
か
ら
数
え
た
場
合

の
番
号
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
う
一
文
字
の

「
3
」
は
、
船
首
側
か
ら
数
え
て
四
枚
目
の
側
壁
か
ら
発
見
さ
れ
て

お
り
、
先
の
法
則
と
合
致
し
な
い
。

同
様
の
問
題
は
、
甲
板
室
の
右
舷
側
天
井
パ
ネ
ル
に
お
い
て
も

看
取
さ
れ
た（

（1
（

。
天
井
右
舷
二
枚
目
に
は
、
側
壁
と
同
様
に
数
字
の

「
2
」
を
表
す
刻
書
が
あ
り
、
さ
ら
に
天
井
右
舷
四
枚
目
に
も
「
3
」

を
表
す
刻
書
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
天
井
の
例
で
は
、
右
舷
五
枚
目
に
も
刻
書
が
認
め
ら
れ
、

そ
の
刻
書
は
数
字
の
「
5
」
を
表
し
て
い
る
と
判
読
さ
れ
た
。
二
枚

目
と
五
枚
目
の
天
井
の
配
置
は
、
実
測
値
や
他
の
天
井
パ
ネ
ル
に
記

さ
れ
た
文
字
資
料
等
の
特
徴
か
ら
も
確
定
的
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
右
舷
天
井
で
は
、
船
首
側
か
ら
数
え
た
場
合
の
パ
ネ
ル
の
枚
数

と
、
刻
ま
れ
た
数
字
が
、
二
枚
目
と
五
枚
目
の
二
カ
所
で
一
致
し
て

い
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
は
、
上
枠
に
刻
ま
れ
た
数
字
を
、
側
壁

を
船
首
側
か
ら
数
え
た
際
の
番
号
（
枚
数
）
と
考
え
る
先
の
解
釈
を

強
化
す
る
事
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
側
壁
・
天
井
と
も
に
、
船
首
側
か
ら
四
枚
目
の
パ
ネ
ル

に
「
3
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
こ
の
点
は
、
甲
板
室
の
構
造
か
ら
詳
し
く
検
討
し
た
い
。

ク
フ
王
第
二
の
船
の
甲
板
室
天
井
と
側
壁
を
構
成
す
る
各
一
〇
枚

の
パ
ネ
ル
は
、
台
形
平
面
か
つ
船
尾
に
向
か
っ
て
甲
板
が
せ
り
上
が

る
構
造
に
合
わ
せ
て
微
調
整
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
船
首
か
ら
数

え
て
三
枚
目
と
四
枚
目
の
側
壁
と
天
井
は
、
ほ
ぼ
同
規
格
の
甲
板
室

を
持
つ
ク
フ
王
第
一
の
船
で
は
、
極
め
て
相
似
性
の
高
い
規
格
で
作



史
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一
〇
〇

ら
か
の
計
画
変
更
が
行
わ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
取
り
違
え
な
ど
の
ミ

ス
が
起
こ
っ
た
り
す
る
確
率
の
方
が
高
い
だ
ろ
う
。
実
際
に
、
ク
フ

王
第
一
の
船
の
妻
壁
で
は
、
一
度
完
成
さ
れ
た
妻
壁
の
一
部
を
改
変

し
た
痕
跡
が
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
従
っ
て
、
作
業
上
の
計

画
変
更
は
往
々
に
し
て
在
り
得
る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
、
側
壁
・
天

井
と
も
に
三
枚
目
と
四
枚
目
が
入
れ
替
え
ら
れ
た
可
能
性
も
十
分

に
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
右
舷
側
壁
四
枚
目
に
刻
ま
れ
て
い
た

「
3
」
の
数
字
は
、
本
来
右
舷
側
壁
三
枚
目
と
し
て
計
画
さ
れ
た
が
、

最
終
的
に
右
舷
側
壁
四
枚
目
と
し
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
起

き
た
数
字
と
配
置
の
不
整
合
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
点
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
は
右
舷
側
壁
の
上
枠
に
刻
ま
れ

た
数
字
を
、
船
首
側
か
ら
側
壁
を
数
え
た
際
の
枚
数
（
番
号
）
と
解

釈
し
た
い
。
ク
フ
王
第
二
の
船
甲
板
室
で
は
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ

る
三
枚
目
・
四
枚
目
の
天
井
・
側
壁
の
総
入
替
え
が
行
わ
れ
た
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
「
3
」
の
刻
書
は
右
舷
四
枚
目
に
位

置
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
現
状
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
な
い
右
舷
側
壁
縦
枠
（O

0460

）
や
、
側
壁
が
立
つ
甲
板
の
調
査

成
果
が
得
ら
れ
た
際
に
は
、
最
終
的
な
復
元
考
察
を
含
め
て
本
仮
説

を
再
度
吟
味
し
た
い
。

（
二
）
側
壁
横
桟
に
記
さ
れ
た
文
字

側
壁
横
桟
か
ら
発
見
さ
れ
た
当
該
資
料
は
、
右
舷
一
枚
目
のX

r

の

文
字
に
限
ら
れ
る
。
先
述
の
通
り
、
ケ
ルX

r

は
「
下
に
」
と
い
う
意

味
に
訳
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
側
壁
の
横
桟
は
各
パ
ネ
ル
に
上
下
二

本
ず
つ
配
さ
れ
て
お
り
、
右
舷
一
枚
目
の
場
合
は
、
ま
さ
に
「
下
」

の
横
桟
に
こ
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
。
文
字
が
持
つ
元
来
の
意
味

と
、
部
材
の
位
置
関
係
が
一
致
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
ケ
ルX

r

の

棟桁の欠き込み間 天井の板の長さ 側壁上枠の長さ

三枚目 1540㎜ 1620㎜前後 1727㎜（残存部）

四枚目 1500㎜ 1570㎜前後 1655㎜（推定）

表１　右舷三枚目・四枚目に関わる各種寸法

ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
以
下
に
ク
フ
王
第

二
の
船
の
場
合
の
保
存
修
復
後
の
実
測
値

を
比
べ
て
み
る
（
表
1
）。

表
1
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
三
枚
目
と

四
枚
目
の
天
井
あ
る
い
は
側
壁
に
関
わ
る

数
値
は
、
四
〇
～
八
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の

誤
差
し
か
な
い
。
ま
た
、
各
一
〇
枚
の
天

井
・
側
壁
の
う
ち
、
妻
壁
や
仕
切
り
壁
と

接
す
る
こ
と
の
な
い
三
枚
目
・
四
枚
目

は
、
枘
や
欠
き
込
み
な
ど
の
構
造
上
の
細

か
な
特
徴
で
も
相
似
関
係
に
あ
る
。
ゆ
え

に
、
理
論
上
は
三
枚
目
と
四
枚
目
が
入
れ

替
わ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
入
れ
替

わ
っ
た
と
し
て
も
構
造
上
重
大
な
問
題
が

生
じ
る
確
率
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
よ
り
も
、
四
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
大
型
木

造
船
を
造
る
に
あ
た
っ
て
、
造
船
時
に
何



ク
フ
王
第
二
の
船
甲
板
室
側
壁
と
部
材
に
記
さ
れ
た
文
字

一
〇
一

文
字
は
、
上
下
の
横
桟
を
区
別
す
る
た
め
に
記
さ
れ
た
と
考
え
ら 

れ
る
。

た
だ
し
上
下
二
本
の
横
桟
は
、
各
側
壁
で
そ
れ
ぞ
れ
長
さ
、
幅
が

同
規
格
で
あ
り
、
上
下
ど
ち
ら
に
も
据
え
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
ま
た
仕
口
も
、
横
桟
両
端
に
枘
を
備
え
、
縦
枠
側
に
枘
穴
を
設

け
る
共
通
の
仕
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
用
意
し
た
二
本
の

横
桟
は
、
板
材
を
固
定
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
を
区
別

す
る
必
要
性
は
本
来
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
一
体
何
の
目
的
が

あ
っ
て
、
二
本
の
横
桟
は
区
別
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

文
字
が
下
段
横
桟
に
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
以
外
の
出
土
コ
ン
テ
ク

ス
ト
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
記
さ
れ
た
文
字
の
位
置
が
側
壁
の
外

面
（
室
外
側
）
に
あ
た
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
外
面
に
記
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
部
材
を
組
み
上
げ
た
後
に
も
こ
の
墨
書
は
目

視
で
き
、
む
し
ろ
見
え
て
い
て
も
問
題
が
無
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し

い
る
。
文
字
の
天
地
と
側
壁
の
天
地
も
一
致
し
て
お
り
、
ま
る
で
こ

の
部
材
が
下
段
に
収
ま
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
そ
れ
を
記
録
し

た
行
為
の
よ
う
に
も
窺
わ
れ
る
。

次
に
横
桟
の
仕
口
に
注
目
す
る
と
、
横
桟
は
二
本
と
も
同
様
の
仕

様
で
は
あ
る
が
、
枘
の
厚
み
・
受
け
る
側
の
枘
穴
の
形
状
な
ど
細
部

が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

上
枠
か
ら
一
本
目
の
横
桟
ま
で
の
距
離
と
、
一
本
目
か
ら
二
本
目
の

横
桟
ま
で
の
距
離
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
か
つ
三
本
が
平
行
に
設
置
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
間
隔
と
傾
斜
角
を
揃
え
る
た
め
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
収
ま
る
位
置
を
両
脇
の
縦
枠
に
正
確
に
写
し
取
る
必
要
が
あ

る
（
（1
（

。
写
し
取
っ
た
位
置
に
は
、
横
桟
を
嵌
め
込
む
た
め
の
枘
穴
が
穿

た
れ
、
そ
の
枘
穴
に
正
確
に
収
ま
る
枘
が
横
桟
の
両
端
に
削
り
出
さ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
枘
と
枘
穴
の
関
係
が
決
ま
っ
た
上

枠
と
二
本
の
横
桟
は
、
船
尾
側
に
向
か
っ
て
、（
右
舷
で
あ
れ
ば
）

外
か
ら
見
て
左
上
が
り
に
傾
斜
す
る
よ
う
に
計
算
し
た
上
で
嵌
め
込

ま
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
種
々
の
条
件
を
満
た
す

た
め
に
は
、
地
上
で
外
枠
だ
け
を
並
べ
て
横
桟
の
位
置
を
墨
付
け
た

り
、
枘
と
枘
穴
の
位
置
を
確
認
す
る
た
め
に
仮
組
し
、
再
び
解
体
し

て
微
調
整
を
施
し
た
り
す
る
な
ど
の
手
順
が
当
然
必
要
と
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
甲
板
室
全
体
を
施
工
す
る
際
の
状
況
を
想
定
す
る
と
、

船
尾
に
向
か
っ
て
徐
々
に
せ
り
上
が
る
甲
板
上
に
甲
板
室
を
正
確
に

据
え
付
け
る
作
業
は
、
容
易
で
は
な
い
と
推
察
さ
れ
る
。
側
壁
の
縦

枠
に
は
一
度
鋸
刃
を
入
れ
た
が
材
の
途
中
で
切
断
を
中
断
し
て
い
る

痕
跡
な
ど
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
側
壁
を
建
て
る
に
あ
た
っ
て
の
職

人
ら
の
苦
労
が
看
取
さ
れ
た
。
単
純
に
見
積
も
っ
て
み
て
も
、
甲
板

室
完
成
に
至
る
に
は
、
用
意
し
た
側
壁
と
妻
壁
を
固
定
し
、
長
手
方

向
中
央
に
棟
桁
を
渡
し
、
そ
の
棟
桁
に
直
行
す
る
よ
う
に
梁
を
渡

し
、
最
後
に
天
井
一
〇
枚
を
並
べ
る
工
程
を
経
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
各
工
程
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
設
計
・
試
行
さ
れ
た
現



史
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代
の
建
築
物
と
は
異
な
り
、
全
て
が
一
回
の
施
工
で
完
了
し
た
と
は

甚
だ
考
え
難
い
。
従
っ
て
こ
こ
で
も
、
一
部
を
組
み
上
げ
て
は
一
旦

解
体
し
微
調
整
を
施
し
、
再
び
組
み
上
げ
る
と
い
う
作
業
工
程
が
想

定
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
述
の
よ
う
に
枘
と
枘
穴
は
各
々
僅
か
に
細
部

に
異
な
る
形
状
を
有
す
る
た
め
、
一
旦
両
者
の
関
係
が
決
ま
っ
た
後

で
は
、
た
と
え
同
規
格
の
横
桟
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
上
下
の
配
置

を
入
れ
替
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
す
な
わ
ち
、
横
桟
に
記
さ
れ
た

「
下
」
を
意
味
す
る
文
字
は
、
甲
板
室
を
完
成
さ
せ
る
ま
で
の
過
程

で
繰
り
返
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
仮
組
や
解
体
作
業
中
に
、
既
定
さ

れ
て
い
る
横
桟
の
配
置
を
誤
ら
な
い
た
め
の
目
印
、
あ
る
い
は
そ
の

部
材
を
正
し
く
下
段
に
収
め
る
こ
と
を
指
示
す
る
目
的
を
備
え
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
左
舷
側
壁
縦
枠
に
記
さ
れ
た
文
字

左
舷
側
壁
で
は
、
文
字
は
い
ず
れ
も
縦
枠
か
ら
発
見
さ
れ
、
全
て

墨
書
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
が
看
取
さ
れ
た
。
一
方
で
、
コ
ン
テ
ク

ス
ト
に
相
違
点
も
認
め
ら
れ
た
。
ま
ず
文
字
が
記
さ
れ
た
箇
所
に
つ

い
て
は
、
左
舷
一
枚
目
は
仕
切
り
壁
と
接
す
る
面
、
そ
れ
以
外
の
二

枚
目
、
三
枚
目
、
四
枚
目
は
全
て
縦
枠
の
外
面
（
室
外
側
）
と
い
う

違
い
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
左
舷
一
枚
目
縦
枠
の
場
合
は
、
組
み
上
げ

後
仕
切
り
壁
に
よ
っ
て
隠
れ
る
位
置
に
墨
書
が
記
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
そ
の
他
は
組
み
上
げ
後
も
舷
側
か
ら
目
視
で
き
る
位
置
に
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
明
ら
か
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
差
か
ら
、
左

舷
一
枚
目
と
そ
れ
以
外
の
左
舷
側
壁
か
ら
発
見
さ
れ
た
文
字
の
機
能

は
異
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
分
け
て
考

察
し
た
い
。

①
左
舷
側
壁
一
枚
目
に
記
さ
れ
た
文
字

左
舷
一
枚
目
に
記
さ
れ
た
二
文
字
の
う
ち
、下
段
の
一
文
字
タ
ァ
・ 

ウ
ルtA (-w

r)

は
も
と
も
と
船
舶
関
連
の
「
左
舷
」
と
い
う
意
味
と
、

労
働
者
の
集
団
名
の
一
つ
と
い
う
二
つ
の
意
味
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

る
。
先
の
右
舷
側
壁
に
記
さ
れ
た
文
字
と
同
じ
く
、
文
字
の
意
味
と

コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
一
致
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
は
「
左

舷
」
と
い
う
意
味
で
解
釈
す
る
方
が
、
現
段
階
で
は
妥
当
性
が
高
い

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
上
段
に
記
さ
れ
た
鳥
の
文
字
は
、
そ
れ
単
体
で
意
味
を

成
す
も
の
と
は
考
え
難
い
。「
角
材
」
や
「
板
」
と
い
う
意
味
を
持
つ

サ
ァ
ウsAw

と
い
う
単
語
に
こ
の
鳥
の
文
字
と
音
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
大
工
の
間
で
は
馴
染
み
深
い
文
字
で
あ
っ
た
可
能
性
も

排
除
で
き
な
い
が
、
木
造
船
の
す
べ
て
の
部
材
が
角
材
か
板
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
解
釈
す
る
の
は
少
々
無
理
が
あ
る
。
む
し
ろ
馴
染

み
深
い
文
字
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
記
号
や
単
な
る
マ
ー
ク
と
し
て
、

本
来
の
意
味
と
は
異
な
る
条
件
で
利
用
さ
れ
た
可
能
性
の
方
が
高
い



ク
フ
王
第
二
の
船
甲
板
室
側
壁
と
部
材
に
記
さ
れ
た
文
字

一
〇
三

と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
繰
り
返
し
言
及
し
て
い
る

よ
う
に
、
こ
の
二
文
字
は
仕
切
り
壁
と
接
す
る
面
に
記
さ
れ
て
い
る

わ
け
だ
が
、
さ
ら
に
正
確
に
述
べ
れ
ば
、
仕
切
り
壁
に
よ
っ
て
ち
ょ

う
ど
文
字
が
隠
れ
る
よ
う
に
、
縦
枠
の
中
心
か
ら
や
や
左
に
寄
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
意
識
的
に
文
字
を
記
す
位
置
を
調
整
し
て
い
る

点
は
極
め
て
示
唆
的
で
あ
り
、
こ
の
文
字
が
、
そ
れ
と
接
す
る
仕
切

り
壁
と
の
関
係
に
お
い
て
何
ら
か
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
強

く
窺
わ
せ
る
。

柏
木
・
山
田
に
よ
る
甲
板
室
の
復
元
で
は
、
ク
フ
王
第
二
の
船
の

仕
切
り
壁
は
、
中
央
よ
り
左
舷
側
に
は
板
壁
、
右
舷
側
に
は
扉
を
備

え
る
構
成
で
、
表
裏
共
に
同
じ
作
り
を
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
た
め
通
常

の
側
壁
と
は
異
な
り
、
縦
方
向
に
長
い
部
材
は
、
左
舷
側
壁
と
接
す

る
板
壁
の
縦
枠
（O

0339

）
と
、
甲
板
室
中
央
に
立
て
ら
れ
扉
と
接

す
る
側
の
板
壁
の
縦
枠
（O

0361

）、
そ
し
て
扉
を
隔
て
て
右
舷
側

壁
と
接
す
る
縦
枠
（O

0401

）
の
計
三
本
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
板

壁
の
両
脇
に
当
た
る
部
材
番
号O

0339

とO
0361

は
、
相
似
し
た
構

造
を
持
つ
。
先
述
し
た
右
舷
側
壁
の
横
桟
の
例
か
ら
も
、
細
部
の
違

い
を
瞬
間
的
に
判
断
で
き
な
い
ほ
ど
相
似
し
た
構
造
の
部
材
に
は
、

そ
の
配
置
を
誤
ら
な
い
た
め
の
目
印
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

残
念
な
が
ら
、
仕
切
り
壁
を
構
成
す
る
部
材
か
ら
は
、
墨
書
・
刻

書
共
に
文
字
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
接
す
る
左

舷
側
壁
一
枚
目
船
尾
側
側
壁
に
記
さ
れ
た
二
文
字
が
、
三
本
の
縦
枠

の
配
置
を
誤
ら
な
い
た
め
の
目
印
あ
る
い
は
補
助
と
し
て
の
機
能
を

有
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
仮
説
に
立
っ
て
、
二
文
字
の
意
味
を
検
討
し
て
み

る
と
、
タ
ァ
・
ウ
ルtA (-w

r)

の
文
字
は
や
は
り
「
左
舷
」
を
意
味

し
、
仕
切
り
壁
の
左
舷
側
の
縦
枠
が
こ
の
部
材
と
接
す
る
こ
と
を
意

図
し
て
い
る
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
上
に
記
さ
れ
た
鳥
の

文
字
は
、
文
字
そ
の
も
の
の
意
味
と
は
関
係
な
く
、
単
な
る
記
号
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
鳥
の
文
字
が

記
号
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
接
合
す
る
部
材
同
士
に
同
じ
文
字
（
記

号
）
を
記
し
目
印
と
す
る
手
法
が
想
定
さ
れ
る
。
符
号
あ
る
い
は
符

牒
（
符
丁
）
と
呼
ば
れ
る
こ
の
手
法
は
、
ク
フ
王
第
一
の
船
や
ツ
タ

ン
カ
ー
メ
ン
王
の
厨
子
と
い
っ
た
木
造
・
木
製
品
だ
け
で
な
く
、
中

王
国
時
代
の
石
造
建
造
物
の
内
部
で
も
見
ら
れ
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
に

お
い
て
常
用
さ
れ
た
手
法
の
一
つ
で
あ
っ
た（

（1
（

。
従
っ
て
、
現
存
こ
そ

し
て
は
い
な
い
が
、
接
合
す
る
部
材
（O

0339

）
の
表
面
に
も
同
じ

鳥
類
の
文
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
同
一
字
種
同
士
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
相
方
と
な
る
部
材
が
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②
左
舷
二
～
四
枚
目
の
記
さ
れ
た
文
字

同
一
字
種
同
士
を
組
み
合
わ
せ
る
手
法
は
、
左
舷
側
壁
二
枚
目
と

三
枚
目
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
ジ
ェ
ドDd

の
文
字
が
共
通
し
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一
〇
四

て
い
た
。
建
築
学
的
所
見
か
ら
順
に
側
壁
を
並
べ
た
際
、
ジ
ェ
ド

Dd
の
文
字
が
記
さ
れ
た
二
枚
目
船
尾
側
縦
枠
（O

0348

）
と
三
枚
目

船
首
側
縦
枠
（O

0554

）
は
隣
接
す
る
位
置
関
係
と
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
文
字
は
、
符
牒
関
係
を
目
的
と
し

て
隣
り
合
う
部
材
に
記
さ
れ
た
文
字
で
あ
る
と
同
定
さ
れ
る
。
同
時

に
建
築
学
的
所
見
に
基
づ
く
左
舷
側
壁
の
配
置
復
元
に
も
矛
盾
が
な

い
こ
と
が
、
文
字
資
料
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
た
。
尚
、
同
様
の
視
点

か
ら
考
察
す
れ
ば
、
左
舷
四
枚
目
の
船
首
側
縦
枠
（O

0448

）
に
見

ら
れ
た
ネ
フ
ェ
ルn

fr

の
文
字
も
、
符
牒
の
片
割
れ
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
隣
り
合
う
三
枚
目
船
尾
側
縦
枠
は
上
段
横
桟
下
端
付
近

か
ら
上
部
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
そ
の
失
わ
れ
た
箇
所
に
同

じ
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
ジ
ェ
ドDd

の
文
字
に
伴
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
数
字
の
意

味
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
左
舷
の
場
合
、
数
字
は
二
枚
目
に
「
4
」、

三
枚
目
に
「
3
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
一
旦
、
本
章
第
一
節
で
扱
っ
た
右
舷
側
壁
上
枠
に
記
さ
れ

た
数
字
の
意
味
つ
い
て
振
り
返
ろ
う
。
右
舷
の
場
合
、
作
業
上
何
ら

か
の
計
画
変
更
は
窺
わ
れ
た
も
の
の
、
側
壁
上
枠
に
刻
ま
れ
た
数
字

は
、
船
首
側
か
ら
数
え
た
枚
数
と
の
関
連
が
示
唆
さ
れ
た
。

一
方
左
舷
の
場
合
で
は
、
三
枚
目
と
「
3
」
の
一
致
が
確
認
で
き

る
。
そ
し
て
二
枚
目
に
「
4
」
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
船
首

側
か
ら
数
え
た
数
字
で
は
な
く
、
船
尾
側

0

0

0

か
ら
数
え
た
側
壁
の
枚
数

と
一
致
す
る
。
建
築
学
的
所
見
か
ら
見
て
も
、
右
舷
の
よ
う
な
側
壁

の
入
れ
替
わ
り
は
考
え
づ
ら
く
、
二
枚
目
の
側
壁
の
並
び
順
は
固
定

さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
左
舷
側
壁
に
ジ
ェ
ドDd

の
文
字
と
併
記

さ
れ
た
数
字
は
、
船
尾
側
か
ら
枚
数
を
数
え
た
場
合
の
数
字
と
解
釈

さ
れ
る
。
現
代
人
の
感
覚
で
は
、
特
に
奇
を
て
ら
わ
ず
に
考
え
た
場

合
、
船
首
側
か
ら
数
字
を
振
る
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

ク
フ
王
第
二
の
船
の
左
舷
に
限
っ
て
は
、
我
々
が
通
常
思
い
浮
か
べ

る
方
向
と
は
反
対
の
指
向
が
看
取
さ
れ
た（

（1
（

。

さ
ら
に
、
隣
り
合
う
縦
枠
同
士
に
記
し
た
符
牒
に
加
え
て
、
側
壁

の
枚
数
を
示
す
数
字
が
併
記
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

な
状
況
が
想
像
さ
れ
る
。

仮
に
、
左
舷
側
壁
の
全
て
の
縦
枠
に
ジ
ェ
ドDd

や
ネ
フ
ェ
ルn

fr

の
よ
う
な
符
牒
が
振
ら
れ
て
い
た
と
し
よ
う
。
そ
の
場
合
、
符
牒
を

頼
り
に
隣
り
合
う
縦
枠
を
並
べ
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、

右
舷
の
例
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
船
首
側
か
ら
三
枚
目
と
四
枚
目
の

酷
似
し
た
規
格
の
二
枚
の
側
壁
に
つ
い
て
は
、
隣
り
合
う
縦
枠
が
判

明
し
た
と
し
て
も
、
再
び
入
れ
違
い
が
起
こ
る
可
能
性
は
大
い
に
あ

り
得
る
。
そ
う
し
た
誤
り
を
確
実
に
防
ぐ
た
め
に
、
左
舷
で
は
符
牒

に
加
え
て
、
側
壁
の
枚
数
が
併
記
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

左
舷
側
壁
二
枚
目
、
三
枚
目
の
例
を
見
る
限
り
、
数
字
は
一
枚
の
側

壁
の
両
脇
に
あ
る
二
本
の
縦
枠
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
本
だ
け
に
記

さ
れ
る
。
従
っ
て
、
四
枚
目
の
ネ
フ
ェ
ルn

fr

の
文
字
に
数
字
が
付
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一
〇
五

随
し
な
い
理
由
も
こ
れ
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
こ
れ

ら
の
数
字
が
正
し
く
作
用
す
る
た
め
に
は
、「
左
舷
の
場
合
は
、
船

尾
側
か
ら
枚
数
を
数
え
る
」
と
い
う
原
則
が
、
船
大
工
あ
る
い
は
作

業
員
の
間
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

最
後
に
、
左
舷
側
壁
の
文
字
が
記
さ
れ
た
工
程
に
つ
い
て
考
察
し

た
い
。
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
す
べ
て
の
文
字
が
高
さ
約
一
七
〇
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
位
置
に
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
共
通
点
で
あ

る
。
先
述
の
通
り
、
甲
板
室
の
組
み
上
げ
に
は
仮
組
と
解
体
を
繰
り

返
し
、
微
調
整
を
施
す
必
要
が
あ
り
、
こ
こ
ま
で
本
稿
で
扱
っ
た
文

字
群
は
全
て
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
段
階
で
部
材
の
配
置
情
報
を
伝
え

る
目
的
で
記
さ
れ
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
ど
の

段
階
（
工
程
）
で
記
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
予
想
を
立

て
る
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
左
舷
側
壁
に
関
し
て
は
こ
の
点
に
つ
い
て
予
察

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
と
い
う

高
さ
は
、
大
体
一
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
身
長
の
人
間
が
直

立
し
た
状
態
で
軽
く
肘
を
曲
げ
な
が
ら
腕
を
持
ち
上
げ
た
時
の
高
さ

に
相
当
す
る
。
ま
た
、
側
壁
に
記
さ
れ
た
文
字
の
天
地
は
い
ず
れ
も

側
壁
の
天
地
と
一
致
し
て
お
り
、
ネ
フ
ェ
ルn

fr

の
文
字
に
至
っ
て

は
、
下
方
向
に
向
か
っ
て
イ
ン
ク
の
垂
れ
が
認
め
ら
れ
た
。
す
な
わ

ち
、
左
舷
側
壁
の
文
字
は
い
ず
れ
も
縦
枠
を
立
て
た
状
態
で
、
立
ち

上
が
っ
て
筆
を
持
っ
た
姿
勢
の
成
人
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
推
察
さ

れ
る
。
も
ち
ろ
ん
隣
り
合
う
縦
枠
同
士
の
調
整
に
は
、
枠
同
士
を
固

定
す
る
紐
穴
や
横
桟
の
枘
穴
の
位
置
決
め
を
は
じ
め
、
縦
枠
を
寝
か

し
た
状
態
で
施
さ
れ
る
調
整
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
左

舷
側
壁
に
見
ら
れ
た
文
字
は
、
全
て
縦
枠
を
立
て
た
状
態
で
行
わ
れ

た
作
業
段
階
で
記
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
縦
枠
に
関
し
て
は
、
部
材
表
面
が
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
文
字
も
擦
れ
や
劣
化
が
比
較
的
少
な
い
よ
う

に
観
察
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
文
字
が
記
さ
れ
て
か
ら
部
材
が
船
坑
に

埋
納
さ
れ
る
ま
で
の
時
間
は
比
較
的
短
く
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
考

え
れ
ば
、
激
し
い
風
砂
や
水
に
晒
さ
れ
る
機
会
も
少
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
。

結
論
　
―
お
わ
り
に
か
え
て
―

本
稿
で
は
、
ク
フ
王
第
二
の
船
の
甲
板
室
側
壁
に
記
さ
れ
た
文
字

に
つ
い
て
、
字
種
・
記
載
位
置
・
表
記
法
に
着
目
し
、
各
特
徴
を
ま

と
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
考
察
結
果
は
以
下

の
五
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ⅰ
）�
右
舷
側
壁
上
枠
の
数
字
は
、
船
首
側
か
ら
数
え
た
場
合
の
側
壁

の
枚
数
に
対
応
す
る
。

ⅱ
）�

右
舷
側
壁
横
桟
は
、「
下
」
を
意
味
す
る
文
字
を
記
す
こ
と
で

上
下
を
誤
ら
な
い
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
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ⅲ
）�

左
舷
側
壁
一
枚
目
の
船
尾
側
縦
枠
に
記
さ
れ
た
二
文
字
の
う

ち
、
タ
ァ
・
ウ
ルtA (-w

r)

の
文
字
は
「
左
舷
」
を
意
味
し
て

い
る
。
ま
た
も
う
一
字
は
記
号
的
役
割
を
持
っ
て
お
り
、
接
合

す
る
仕
切
り
壁
の
左
舷
側
縦
枠
と
の
符
牒
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。

ⅳ
）�

左
舷
側
壁
縦
枠
に
記
さ
れ
た
文
字
は
、
符
牒
関
係
に
あ
る
文
字

と
併
記
さ
れ
た
数
字
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
側
壁
の
配
置

が
分
か
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
際
、
左
舷
側
壁
は
船

尾
側
か
ら
枚
数
を
数
え
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

ⅴ
）�

左
舷
側
壁
縦
枠
の
文
字
は
、
縦
枠
を
立
た
せ
た
状
態
で
記
さ
れ

て
い
る
。

本
研
究
に
お
い
て
、
ク
フ
王
第
二
の
船
の
甲
板
室
側
壁
に
記
さ
れ

た
文
字
は
、
全
て
部
材
配
置
と
何
ら
か
の
関
係
性
を
備
え
て
お
り
、

船
大
工
に
よ
る
単
な
る
落
書
き
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の

中
に
は
、
符
牒
や
枚
数
に
合
わ
せ
て
番
号
を
振
る
な
ど
の
一
定
の
シ

ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
本
研
究
成
果
を

受
け
て
、
甲
板
室
天
井
・
扉
、
さ
ら
に
は
甲
板
、
天
蓋
、
梁
な
ど
の

他
の
部
材
か
ら
今
後
発
見
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
文
字
の
意
味
や
法
則
性

が
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
将
来
的
に

は
、
第
一
の
船
に
お
け
る
番
付
シ
ス
テ
ム
と
の
比
較
検
討
も
大
き
な

課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

ク
フ
王
第
二
の
船
は
、
第
一
の
船
と
比
べ
る
と
比
較
的
保
存
状
態

が
悪
く
、
全
て
の
部
材
が
完
全
な
形
で
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
望
め

な
い
。
従
っ
て
、
建
築
学
的
所
見
か
ら
の
復
元
が
困
難
な
場
面
も
想

定
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
、
本
研
究
の
成
果
が
部
材
配
置
に
関
し
て
重

要
な
手
掛
か
り
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。

謝
辞	

本
稿
を
執
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す
る
に
あ
た
り
、
ク
フ
王
第
二
の
船
復
原
調
査
（
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プ
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よ
り
感
謝
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。
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西
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。
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（
19
）
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
右
か
ら
文
字
を
書
く
古
代
エ
ジ
プ
ト
特

有
の
文
化
と
の
何
か
し
ら
の
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す

る
が
、
現
段
階
で
は
有
効
な
解
に
た
ど
り
着
い
て
い
な
い
。
あ
る
い

は
、
現
代
の
我
々
に
は
な
い
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
特
有
の
慣
習
が
影
響

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
木
造
船
研
究
と
は

別
の
ト
ピ
ッ
ク
へ
の
発
展
も
期
待
さ
れ
る
た
め
、
今
後
船
体
の
他
の

部
位
で
同
様
の
事
例
が
確
認
さ
れ
な
い
か
注
視
し
た
い
。


